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項 目 仕 様
ロロロ 名 PK245M-03B 
基本ステップ角 0.9 。
電 流 0.4 A/相
電 圧 1 2 V 
巻線抵抗 3 0 Q/相
尿隊最大静止トルク 3. 2 kg ・ cm





























































1 n 1-1 C胃 CCW A 
ステッピングモータ駆動回路























図 3 、図 4 には今回設計した全回路図とその製作図を示した。まず回路の基本設計に際し、
通常この回路は制御装置に組込んで使用する目的からステッピング・モータ本体と励磁信号
発生回路を含む駆動回路は隣接して設置できるように構成した。これらの回路の電源にはス











入力端子に外部から発振器などでクロック (CLK) を加えると、 トランジスタ・アレ­
TD62003 で電流増幅され、 TLP521 の LED が ON/OFF を繰り返す。このクロック信号
は TC4022(Octal Counter/Divider)で 8 分周され、 TC4071(Quad 2 Input OR Gate)の組
合せ回路によって図 1 のような 3 パターン(l相， 1 -II 相， II 相)の波形に変換される。こ
の内どの波形(励磁方式)でステッピング・モータを動かすかは、 4 ビット・パスセレクタ IC
として用いた TC4503(Hex Non-Inverting 3 ・8tate Buffer)のどれを選択するかであり、こ
のセレクト信号はパルス発生回路中のディジタルスイッチの 2 ビット(端子 81， 82) を用い
て予め設定しておくことで選択可能となる。この部分の回路構成が今回設計した駆動回路の
















して、励磁方式の区別に 3 個，回転 図 4 製作図
? ?? ?
方向に 2 個，クロック信号確認のためにコイル A のパルス入力から 1 個の合計 6 個を取付
けである。










実施日 i 実施時間 主な研修実施内容
8月 2 日明) i 9 : 30.....1 : 30 基本インターフェース技術(輪講)、製作する実習回路の検討
8月 30 日目) ! 9 : 30.....1 : 30 絶縁イントフェース技術(輪講)、ステッピンゲモータ駆動回路製作決定
10月 4 日目) I 9:30.....1:45 ステッ t。ンrモータドライフ可ットの回路検討(基礎実習用)
1 0月 5 日 .........10 月 1 7 日 ステッヒ。ンクキモータトマイフ可ットの製作 (自主実習 3.........5 時間)
1 0月 1 8 日目) ! 9:30.....1:45 ステッ t。ンr モータドライ7可ットの各部波形観測および検討
1 1 月 1 日目) I 9 : 30.....1 : 40 ステy t' ンrモータに関する資料(輪講)
1 1 月 8 日目) I 9:30.....1:30 ステyt。ンゲモータの選定および駆動回路(励磁方式)の検討
1 1 月 22 日目) I 9:30.....1 : 00 実習用回路設計に関する仕様の検討
1 1 月 29 日目) I 9:30.....1 : 45 実習周囲路の検討および信号部仕様の検討
1 2 月 6 日目) I 9:30.....1:30 実習用回路部品の予備知識修得およびハ， Jレス発生回路の設計
1 2月 20 日目) I 9:30.....1:30 実習用回路の全体構成設計方針の決定
1 月 1 1 日臼) I 9 : 30.....1 : 30 実習回路の最終設計
1 月 1 7 日目) I 9:30.....1:45 実習回路図および実装配線図の検討
1 月 24 日目) i 9 : 30.....1 : 30 実装配線図の検討
1 月 31 日目) i 9 : 30.....1 : 30 実習回路の製作開始
2月 8 日伏) i 13:30.....17:0 実習回路の製作
2月 9 日'"'-' 3 月 5 日 実習回路製作(自主実習 15.........20 時間)
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